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「太陽エネルギーシステムフィールドテスト事業」

平成１８年９月
資源エネルギー庁
新エネルギー対策課



○○環境負荷を考慮した新プロセス技術、材料技術の開発環境負荷を考慮した新プロセス技術、材料技術の開発

○性能評価技術・リサイクル技術○性能評価技術・リサイクル技術の確立の確立等等の共通基盤技術の研究の共通基盤技術の研究開開発発

太陽光発電・太陽熱利用を普及するための取組み太陽光発電・太陽熱利用を普及するための取組み

成果目標成果目標

【実証事業】

大規模電力供給用太陽光発電系統安定化等実証事業大規模電力供給用太陽光発電系統安定化等実証事業
（（平成平成1818年度年度～～平成平成2222年度年度)) 3535億円億円
・大規模太陽光発電の系統連系対策を実証

太陽エネルギーシステム太陽エネルギーシステムフィールドテスト事業フィールドテスト事業
（（平成平成1919年度年度～～平成平成2626年度年度)) 89.689.6億円億円（新規）（新規）

●太陽熱高度利用システムフィールドテスト事業

●太陽光発電新技術等フィールドテスト事業

【関連施策】

•自治体向け設備設置補助
•事業者向け設備設置補助
•非営利法人向け設備設置補助
•割賦販売事業者向け低利融資
•設置者向け税制優遇
• ＲＰＳ法の着実な実施

以下の導入目標を達成し、我が国
のエネルギー安定供給確保及び温
室効果ガス排出削減に貢献する。

2010年度導入目標
太陽光発電：118万ｋｌ（原油換算）
太陽熱利用：90万ｋｌ（同）
2030年度導入目標
太陽光発電：2,024万ｋｌ（同）
太陽熱利用：112万ｋｌ（同）

【研究開発】

新エネルギー技術研究開発（平成新エネルギー技術研究開発（平成1919年度～平成年度～平成2121年度）年度）41.641.6億円の内数億円の内数

環境対応
性能評価

高効率化
・

低コスト化
次世代技術の研究開発次世代技術の研究開発

即実用化のための従来技術の高即実用化のための従来技術の高
度化度化

基礎基礎 応用応用

新エネルギー
ベンチャー技
術革新事業
（平成19年度
～平成23年度）
10億円の内数
・再生可能エ
ネルギー分野
における潜在
的技術オプシ
ョンの発掘

２ＦＴ事業を統合
概算要求額：89.6億（平成１９年度）
全体計画：364.5億（平成１９～２６年度）

新たに抽出された技術課題



『太陽光発電新技術フィールドテスト事業』における対象分野（平成18年度：118億円）

１．新型モジュール採用型
・従来型より性能及び機能等が向上した太陽電池モジュ－ルや新素材セルを適用した次世代型太陽電池モジュールを採用したシステム

２．建材一体型
・屋根材・建築材料としての機能を持つ太陽電池モジュールを採用したシステム

３．新制御方式適用型
・災害対応またはピークカットを目的とした蓄電装置を併設したシステム
・融雪機能及びストリング電圧調整機能等、従来型より性能及び機能等が向上した周辺機器を採用したシステム

４．効率向上追求型
・標準型システムをベースに設計、工法及び使用機器等に検討を加え、システム効率の向上を図ったシステム

『太陽熱高度利用システムフィールドテスト事業』における対象分野（平成18年度：6億円）

１．新分野拡大型
・普及が進んでいない分野、産業・公共施設また農業等施設での利用等により適用拡大を目指したシステム

２．最適化・標準化推進型
・設置施工方法による最適化・標準化等を進め、効率等の向上を始め、コストダウンを目指したシステム

３．魅力的デザイン適用型
・魅力的なデザイン等でイメージアップなど図り、普及を目指したシステム

４．新技術適用型
・新技術の開発導入による用途拡大を目指したシステム

統合されたフィールドテスト事業について統合されたフィールドテスト事業について

【事業スキーム】
・公募により決定した事業提案者と共同研究契約を締結（規定の型式の太陽エネルギーシステム対象とする）
・ＮＥＤＯ技術開発機構の負担割合（1/2相当額）
・初年度にシステムを設置し、運転データの収集とその分析を行う。



太陽光発電の２０１０年度導入目標量（１１８万ｋｌ）及び太陽
熱利用の２０１０年度導入目標量（９０万ｋｌ）を達成するために、
新技術を活用したシステム等を導入し、その有効性を検証する。

事業の目的事業の目的

事業の概要事業の概要

事業計画 平成１９年度～２６年度
１９年度概算要求額：８９．６億円

事業計画 平成１９年度～２６年度
１９年度概算要求額：８９．６億円

○太陽光発電○太陽光発電
太陽光発電システム等を実際に導入し、性能・耐久性・安全性・経済

性の観点から設置・施工方法の最適化と標準化を図る。

１．新型モジュール採用型
２．建材一体型
３．新制御方式適用型
４．効率向上追求型

○太陽熱利用○太陽熱利用
太陽熱利用の適用拡大とコスト低減のために、太陽熱利用システム
を実際に導入し、性能・耐久性・安全性・経済性の観点から設置・施工
方法の最適化と標準化を図る。また、更に採択の際にはデザイン性を
重視することで、消費者にとって魅力的なシステムの構築を目指す。

１．新分野拡大型
２．最適化・標準化推進型
３．魅力的デザイン適用型
４．新技術適用型

昨年度ＳＡＢＣ評価への対応昨年度ＳＡＢＣ評価への対応

○太陽光発電○太陽光発電
（評価内容）
・太陽光発電の普及に向けて、公共施設や集合住宅への導入を促進
するために重要な施策であり、着実に実施すべきである。

・普及促進効果がより期待できる分野に重点化したり、低コスト化
を図るための標準化の推進に配慮するなど、投資効果を高めるよ
う留意すべきである。

・太陽光発電の普及のための施策は長期にわたっており、事業のあ
り方について、引き続き市場の動向を踏まえた検討が求められる。

（対応状況）
・高い普及促進効果が期待される学校施設等への重点的導入に配慮
するとともに、設置・施工方法の標準化を図るために設置ガイド
ライン策定に向けた取組みを行っている。

・結晶シリコン系太陽電池の次世代型として開発されてきた化合物
系太陽電池や薄膜タンデム型太陽電池の商用化が近いことから、
これら新型太陽電池を積極的に導入し実証することとしたい。

○太陽熱利用○太陽熱利用
（評価内容）
・太陽熱利用の推進は重要な施策ではあるが、新規性、普及見込みな
どを勘案して公募及び採択を行い、効果的、効率的に実施すべきである。

・事業の実施にあたっては、適正な実証規模を設定し、地域、対象施設等
を厳選する必要がある。

（対応状況）
・冷房や床暖房等の給湯以外の利用用途を可能とするシステムを優
先的に採択するよう工夫している。

・普及見込みを勘案し、今後、太陽熱利用の普及が見込まれる老人
ホーム等の福祉施設や温泉等の観光施設、学校施設に積極的に導
入している。

・太陽熱利用の業界等からヒアリングを行い、需要が見込まれる
規模（有効集熱面積：２０ｍ２以上）を設定している。

太陽エネルギーシステムフィールドテスト事業太陽エネルギーシステムフィールドテスト事業



太陽エネルギーシステムフィールドテスト事業（設置事例）太陽エネルギーシステムフィールドテスト事業（設置事例）

○設置事例１（壁材一体型） ○設置事例３（曲面設置）○設置事例２（屋根材一体型）

太陽光発電太陽光発電

太陽熱利用太陽熱利用
○設置事例１（農業用ビニルハウス） ○設置事例２（集合住宅） ○設置事例３（福祉施設）


